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●​ PlixusシステムをConfero（7.X以上）にアップデートした場合、CoConはサポートされなくなります。CoConに対

応したPlixusシステムを利用するには、最新の6.Xにアップデートする必要があります。 

●​ Confidea G4をカップリングするにはバージョン7.7.6以上である必要があります。 

●​ Confidea G3をカップリングするにはバージョン3.9以上である必要があります。 

 

Confero CRP 7.16.1-3 (2025-08-29) 

NEW 
●​ uniCOS CORE Deviceに対応しました。uniCOS COREはTelevicのuniCOSマルチメディア製品ファミリーに新たに追

加されたデバイスで、高品質な音声に加えて「見る・見られる」ことが重要な会議向けに設計されています。詳細は 

https://www.televic.com/en/conference/products/wired/multimedia-units/unicos-core を参照してください（

TCS_CON-3936） 

●​ Video Configuratorを追加しました。これはConfero Advanced Videoライセンスが必要で、Conferoプラットフォー

ムの高度なビデオ機能を有効にします。直感的に操作できるマトリクス画面でカスタムビデオ構成を作成できます（

TCS_CON-4155） 

●​ Advanced Diagnostics機能を追加しました。これにより、ネットワークマップの生成、エラーの詳細表示、NEXTデ

バイスに接続された機器の消費電力監視が可能になりました（TCS_CON-3193） 

●​ Audio/Video Configurator for Operatorsを追加しました。議長やオペレーター権限を持つユーザーにも、拡張され

た音声および映像設定機能が提供されます（TCS_CON-4214） 

IMPROVEMENTS 
●​ FLEX Votingにおいて、投票終了後に「Start Voting」ボタンを非表示にしました。これにより、誤って結果を削除し

てしまうことを防ぎます。投票の再開は追加の操作で可能です（UNIMM-5942） 

●​ Customer APIにおいて、Lingua ID 2.01、uniCOS、uniBOX、Confidea Fなどの新しいファームウェアタイプに対応

しました（TCS_CON360-860） 

●​ Enhanced License Displayにより、UI上でUUIDではなく「Confero 9484」や「Confidea Flex 17663」のような人が

読みやすい名前でライセンスが表示されるようになりました（TCS_CON-3961, TCS_CON-3960） 

●​ Audio ConfiguratorのUIを改善し、ツールバーのボタンやアイコンがVideo Configuratorと統一されました（

TCS_CON360-838） 

●​ Diagnosticsページを改善しました。PEC/LECエラーの説明を強化し、電圧・電流値を含む消費電力情報の精度を向

上。ネットワークマップに凡例を追加し、エラー数に応じて色の濃淡を変化させ、電源消費表示からCUポートを除

外しました（TCS_CON-3720, TCS_CON-3718, TCS_CON-3719, TCS_CON-3721, TCS_CON360-769） 

●​ Sensitivity Offset APIを拡張し、全ての感度オフセットを指定値に設定できるエンドポイントを追加しました。従来

のデフォルトリセット機能に加え、より細かな調整が可能になりました（TCS_CON-3785, TCS_CON-3695） 
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●​ ライセンス削除時に確認ポップアップを追加しました。これにより、誤操作によるライセンスの消失を防ぎます（

DCERNO_2-766） 

●​ Confero 360ライセンスの名称を改善しました。従来の「Base」という紛らわしい名称を「Confero 360」に変更

し、ConferoとConfero 360のライセンス状態の混同を防ぎます（TCS_CON360-632） 

●​ FLEXデバイスのUIを改善しました。これまでCRP 7.xと6.xの間でUIに不整合がありましたが、両バージョンで統一

されました（UNIMM-5414） 

●​ Confero PLANミーティング利用時に、Confero 360のAPIが一貫して動作しなかった問題を修正しました（

TCS_CON-3070） 

●​ Confero360にVoting Rights APIを追加しました。これにより、会議テンプレートUIと同様に投票権限をAPIで設定で

きます（TCS_CON360-809） 

●​ 中国語（繁体字）の翻訳を修正しました（TCS_CON360-767） 

●​ ロシア語の翻訳を更新しました。未翻訳文字列やUIに収まらないテキストを修正しました。改善は継続中です（

TCS_CON360-859, TCS_CON360-885） 

●​ ドイツ語の翻訳を修正しました。特にバッテリーサイクル関連の用語を改善しました（TCS_CON-3869） 

●​ uniCOSにおける韓国語キーボードの表示不具合を修正しました。欠けていたフォントを導入しました（

UNIMM-5215） 

FIXED ISSUES 
●​ ライセンス追加後に再起動なしで複数デバイスへライセンスを割り当てられない問題を修正しました（

TCS_CON-4113） 

●​ uniCOSが会議中に電源を再投入した際、会議モードに復帰しない問題を修正しました（TCS_CON360-608） 

●​ uniCOSでUIが正しく読み込まれず、HTMLの素画面や黒画面が表示される問題を解決しました（UNIMM-5012, 

UNIMM-5518, UNIMM-4483） 

●​ uniCOSを会議中に再起動すると投票機能が失われる問題を修正しました（TCS_CON360-821） 

●​ 新しいソフトウェアからのインポート時にAudio Configuratorが動作しなくなる問題を修正しました（

TCS_CON360-819） 

●​ Arthur Holmスクリーンでタッチ機能が失われていた問題を修正しました（uniBOX v1）（UNIMM-6179） 

●​ Floor LSやFloor HP出力が存在しない場合、Floor IDが音声を受信できない問題を修正しました（TCS_CON360-734

） 

●​ ハンズフリーモードと外部マイクを含む特定のカスタム音声ルーティングとの互換性問題を修正しました（

TCS_CON-4117） 

●​ Mix-Minusの最大チャンネル数設定を32から31に修正し、フロアチャンネルが利用できなくなる不具合を防止しまし

た（TCS_CON360-836） 

●​ uniCOSで一部のウェブカメラが起動時に動作しない問題を修正しました（UNIMM-5955） 

●​ マイクステータスAPIの精度を改善しました。最大4本設定時に3本しかアクティブと表示されない問題を修正しまし

た（TCS_CON360-792） 

●​ 初回起動時にネームプレートが正しく表示されない問題を修正しました。会議再起動やバッジの再投入が必要だっ

たケースを解消しました（TCS_CON360-879, TCS_CON360-678, TCS_CON-4141） 

●​ Confero Webインターフェース初回ログイン後、オペレーターのマイクステータス表示がリロードするまで正しく

表示されない問題を修正しました（TCS_CON360-757） 

KNOWN ISSUES 
●​ 旧IDCカメラ（10インチ、D-Link USBモジュール搭載）が動作しなくなり、LEDが点灯しない問題を修正しました。

初代uniCOSを利用中の方は影響を受ける可能性があるため、サポートにお問い合わせください（UNIMM-6251） 

●​ 主要バージョン間（CRP 6⇔CRP 7）の設定ファイル移行はサポートされません。アップグレード時の設定移行は不

可です（TCS_CON-3947） 
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CONFERO 7.15 
●​ 7.15リリースは内部リリースであり、一般には公開されませんでした。すべての変更点は7.16リリースノートに含め

られています。 

 

CONFERO 7.14.0-21 

NEW 

●​ Room API & Booth APIの設定が最適化され、席、ブース、レイアウト、再起動機能などのルーム管理および通訳設

定を動的に制御できるカスタマーAPIが利用できるようになりました（TCS_CON-3560, TCS_CON-3420, 

UNIMM-5483, UNIMM-5480, UNIMM-5481, UNIMM-5482, TCS_CON-3553, TCS_CON-3554） 

●​ Confero Plan会議を開始、停止、制御できるAPIエンドポイントが追加され、参加者や投票結果通知を含む包括的な

ミーティング状態変更イベントが利用可能になりました（TCS_CON-3633, TCS_CON-3350, TCS_CON-3668） 

●​ Enhanced Meeting Events APIを強化し、参加者情報や投票結果の通知を含む包括的な会議状態変更イベントを追加

しました（TCS_CON-3633） 

●​ 通訳席およびブースの選択的インポート機能が追加され、特定構成のみを更新できるようになりました（

TCS_CON-3667） 

●​ ルームレイアウト画面でブース内通訳デスクのオンライン／オフライン状態が表示され、システム監視性が向上し

ました（TCS_CON-3781） 

●​ 通訳デスクを除く全オフラインデバイスを一括削除できる機能が追加され、レンタル環境でブース構成を維持した

ままデバイス管理が行いやすくなりました（TCS_CON-3845, TCS_CON-3758） 

●​ ユニットのヘッドホンジャックをAudio Routing上で個別に制御できるアドレサブルヘッドホンジャック機能が追加

されました（Advanced Audioライセンスが必要です）（TCS_CON-3421） 

IMPROVEMENTS 

●​ スロベニア語、モンゴル語、ロシア語の言語サポートが改善されました（TCS_CON-3458, UNIMM-5485, 

UNIMM-5898, TCS_CON360-813, TCS_CON360-814, UNIMM-6011） 

●​ 全デバイスのソフトウェアおよびファームウェアバージョン情報がAPI経由で取得できるようになりました（

TCS_CON360-748） 

●​ 入力感度制御がパブリックAPIで利用可能になり、外部システムとの連携が強化されました（TCS_CON360-675, 

TCS_CON-3693, TCS_CON-3694） 

●​ Flexユニットのメニュー操作タイムアウトが5秒から15秒に延長され、視覚障害者向けの触覚フィードバックが強化

されました（UNIMM-5624, UNIMM-5625） 

●​ Floor INとFloor OUTが接続されていない無効なミックスマイナス構成を作成しようとした際にポップアップ警告が

表示されるようになりました（TCS_CON-3461, TCS_CON360-734） 

●​ Legacy APIがPlixusシステムでのみ利用可能で、G4 WAPでは利用できない旨がドキュメントに明記されました（

TCS_CON-3613） 
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●​ uniCOS起動時のビデオデバイス競合状態が排除され、ランダムなカメラ障害が解消されました。これにより起動が

最大20秒遅延する場合があります（TCS_CON-4026, UNIMM-5955） 

●​ APIセキュリティ設定変更後に再起動が必要であることを知らせる情報ポップアップが追加されました（

TCS_CON360-698） 

●​ マイクコネクタと改良カメラを搭載したuniCOS PRO TおよびuniCOS COREが新たにサポートされました（

UNIMM-5643） 

●​ 過剰なパケットエラーがログに記録されるようになり、トラブルシューティングと原因分析が容易になりました（

UNIMM-5629） 

●​ 投票開始時にスクリーンセーバーをリセットする機能が追加されました（UNIMM-5209） 

FIXED ISSUES 

●​ ミーティング中に通訳デスクを並び替えた際に発生していたセグメンテーションフォルトが修正されました（

TCS_CON-3315） 

●​ システム更新後にカスタム待機画面ロゴが表示されない問題が解消されました（TCS_CON360-842） 

●​ 無効化後に再度有効化した際に通訳チャンネルのバックアップ機能が動作しない問題が修正されました（

TCS_CON360-707, TCS_CON360-741） 

●​ サイレントからアクティブな通訳チャンネルに切り替えた際のオーディオフェードイン遅延が解消されました（

TCS_CON360-709, TCS_CON-746） 

●​ 電源オフ後に再接続したG4システムで音声が途切れる問題が修正されました（TCS_CON-4057, TCS_CON-4098） 

●​ ローカルテンプレートの議長設定が表示されてしまうリフレッシュ問題が修正され、公開された設定が正しく反映

されるようになりました（TCS_CON-3593） 

●​ デリゲート席選択時に通訳デスクの席が誤って表示される問題が修正されました（UNIMM-6001） 

●​ ワイヤレスデバイスの投票状態がバッテリー切れ後の再接続時にリセットされる問題が修正されました（

UNIMM-6028） 

●​ ConferoからCRP 6.xへのDHCP移行時、工場出荷時リセットが必要な旨がマニュアルに追加されました（

UNIMM-5979） 

●​ ビデオライセンス保有システムからのダウングレード時に発生していたライセンスチェッカーのパニックが修正さ

れました（TCS_CON-3806） 

●​ ストレージ容量満杯時に古い録音ファイルが自動削除されない問題が修正されました（TCS_CON360-822, 

TCS_CON-3917） 

KNOWN LIMITATIONS 

●​ ワイヤレスG4アクセスポイントがAE-RまたはMMEに接続されているがカップリング状態でない場合、AE-Rまたは

MMEを再起動するとアクセスポイントのオーディオルーティングが無効になることがあります。別のオーディオルー

ティングプリセットを選択し、再度目的のプリセットに戻すと設定が復元されます（TCS_CON-3321） 

●​ UIではなく極めて高速なAPI呼び出しで言語配信の有効化／無効化を繰り返した場合、誤ったオーディオチャンネル

が選択される可能性があります（TCS_CON-3321） 

●​ MMEおよびV-IN／V-OUTボックスのHDMI／SDI接続交渉方式が一部変更され、他デバイスとの互換性が向上しまし

た。影響がある場合はサポートまでご連絡ください（該当チケットなし） 

●​ システム構成をインポート（バックアップ復元など）した際、uniCOSの待機画面は次回再起動まで復元されませ

ん。インポート後にエンジンを再起動すると問題が解消されます（TCS_CON360-803） 
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CONFERO 7.13.0-34 

NEW 
●​ Confidea FLEXデバイスがBluetooth対応の補聴器に対応しました。（TCS_G4-1990） 

●​ 通訳チャンネルに外部音声ソースを注入できるようになりました。これにより、外部の通訳ソースを使用することが

可能になります。（TCS_CON-3383） 

IMPROVEMENTS 
●​ ボイスアクティベーション機能の動作に関する補足説明が追加されました。ボイスアクティベーションを有効にした

とき、またはホールド値やしきい値を調整するたびに、周囲音のレベルが設定されます。そのため、設定は実際の使

用環境に近い状況下で行う必要があります。たとえば、騒がしい環境で設定すると、周囲音レベルが高く設定されて

しまいます。（TCS_CON360-407） 

●​ 会議イベントに関するログ記録が改善されました。（UNIMM-4864） 

●​ API経由でConfero PLAN会議の開始終了が可能になりました。（TCS_CON-3350、TCS_CON-3354、TCS_CON-3356

） 

●​ 言語サポートの追加と改善が行われました：エストニア語、クロアチア語、ヒンディー語、スロベニア語、フランス

語、ロシア語、モンゴル語。（UNIMM-5355、TCS_CON-3340、TCS_CON360-715、TCS_CON360-716、

TCS_CON-3456、TCS_CON-3457、TCS_CON-3458、TCS_CON-3546、UNIMM-5485） 

●​ ライセンスアップロード画面で、アップロードされたファイルがXML形式かを確認するようになり、ファイル選択時

にはデフォルトでXMLファイルのみが表示されるようになりました。（UNIMM-5360） 

●​ API経由でマイク感度を変更する機能が追加されました。（TCS_CON360-712、TCS_CON360-797） 

●​ Plixusネットワーク経由でRJ45接続されたネームプレートにおいて、座席再配置プロセス中にネームプレートとデ

リゲートユニットの両方のボタンを同時に押すことで、同じ座席にリンクできるようになりました。（

TCS_CON-3504） 

●​ 新しいカメラとマイクコネクタ（71.98.2005）を搭載した新型uniCOS ProおよびuniCOS COREデバイスのサポート

が追加されました。このデバイスのファームウェアは、本リリースより前のバージョンにはダウングレードできま

せんのでご注意ください。（UNIMM-5457） 

●​ 座席の再配置後にページを更新した際、再配置用のポップアップが自動的に再表示されるようになり、操作上の混

乱を防ぎます。（UNIMM-5658） 

●​ アップグレード失敗時のリカバリ機能が改善され、RMA対応が不要になる場合があります。（UNIMM-5362） 

FIXED ISSUES 
●​ ハンズフリーディスカッションモードが選択されている状態で座席の再配置を行うと、ディスカッションモードの再

設定を行うまでユニットが動作しなくなる不具合を修正しました。（TCS_CON360-677） 

●​ Confidea FLEXユニットで、ライセンスの有無に関する情報メッセージが正しく表示されないことがありました。（

TCS_CON360-545） 

●​ Confero PLAN会議で、Confero 360 APIが正しいスピーカー情報を返さない問題を修正しました。（

TCS_CON360-747） 

●​ USB接続された一部のネームプレートが、起動後に青いLEDを誤表示する問題を修正しました。（TCS_CON360-647

） 
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●​ Technicianダッシュボードで、オーディオ構成が正しく表示されない問題を修正しました。（TCS_CON360-662） 

●​ Confidea FLEXユニットで必要なライセンスの選択がうまく機能しないケースがありました。（TCS_G4-2009、

TCS_G4-2062） 

●​ 誤った設定によってオーディオルーティングが正しく開始できない構成が作成できてしまう問題を修正しました。（

TCS_CON-3347） 

●​ ファクトリーリセット時、リセットボタンを20秒間押し続ける必要がありますが、一度短く（1秒未満）ボタンを離

してから再度押すと、意図せずGolden Modeに移行してしまう問題を修正しました。短い押下は別の押下として扱

われなくなりました。（UNIMM-5310） 

●​ Lingua IDの起動時に、ボリュームが正しく設定されないことがありました。ボリュームノブを一度操作することで

正常に戻ります。（TCS_CON360-695） 

●​ 交換手順を使用せずに新しいConfidea FLEXデバイスを設置した場合、再起動しないと音声が出力されない問題を修

正しました。（TCS_CON360-701） 

●​ 特定の埋め込みデバイスのファームウェア更新がアップデートパッケージに含まれていなかった問題を修正しまし

た。（UNIMM-5348） 

●​ 長時間稼働しているシステムで、ネームプレートが徐々に薄くなったり、直射日光下でにじんでしまう問題を修正し

ました。この更新により、ネームプレートのリフレッシュ方法が改善され、こうした劣化の発生を防ぎます。（

UNIMM-5364、UNIMM-5413） 

●​ ユニットのヘッドフォン音量が再起動後に保持されないケースがありました。（TCS_CON-3438） 

●​ 一部の構成でNEXTデバイスを使用すると、マイクボタンの反応に遅延が発生することがありました。（

UNIMM-5398） 

●​ 座席レイアウトで再配置ウィンドウを開いた後、音量が変更またはミュートされる問題を修正しました。（

TCS_CON360-724、TCS_CON360-725、TCS_CON-2975） 

●​ 旧バージョン（例：7.10）から新バージョン（例：7.11）へバックアップを復元した場合に、音声設定が正しく復元

されない問題を修正しました。同一バージョン内での復元には影響はありませんでした。（TCS_CON-3493） 

●​ FLEXデバイスで、バッジを使用したログイン設定時に、通常席またはVIP席として構成されたユニットでログイン画

面が正しく表示されないことがありました。（TCS_CON360-731） 

●​ 一部のケースでV-OUTがちらつく映像を出力する問題を修正しました。（UNIMM-5420） 

●​ 座席のマイク感度が正しく反映されない問題を修正しました。（TCS_CON360-732、UNIMM-5463） 

●​ Lingua IDにおいて、システム起動後にリレー選択が誤って表示されることがありました。リレー1が選択されている

ように見えて、実際にはそうでない場合があります。他のリレーボタンやFloorボタンを押すことで解消されます。

（UNIMM-5455） 

●​ plix_camフォルダの影響で、7.10から7.12へのアップデートができない問題を修正しました。（TCS_CON360-735

） 

●​ LinguaID MMで、ビデオ出力が途切れるまたはちらつくことがある問題を修正しました。（UNIMM-5476） 

●​ LinguaIDがシステムに含まれていない場合、言語設定が表示されない問題を修正しました。外部言語の注入を行う

にはLinguaIDが必要です。（TCS_CON-3570） 

●​ 再起動後、一部の構成でMix Minusチャンネル数が正しく適用されず、デフォルト値に上書きされる問題を修正しま

した。（TCS_CON360-749） 

●​ USB接続されたネームプレートのファームウェア更新が失敗する問題を修正しました。（UNIMM-5594） 

●​ 座席の再配置機能を使用した後、一部のLinguaIDデバイスの音声ルーティングが再起動しないと正しく機能しない
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問題を修正しました。（TCS_CON-3670） 

●​ Confero Meetにおいて、外部言語ソースと併用した場合に言語配信機能が正しく動作しない問題が解消されまし

た。これにより、Zoomなどでのリモート通訳音声が正常に利用できるようになりました。（TCS_CON-3908） 

KNOWN LIMITATIONS 
●​ 言語チャンネルを無効にした状態でシステムを再起動すると、バックアップチャンネルが正しく動作しないことがあ

ります。（TCS_CON360-741） 

●​ 音声ソースのない通訳チャンネルを聞くとき（上記の既知の問題や外部Danteフローに音声がない場合など）、音声

が有効になってから聞こえるまでに数秒かかることがあります。（TCS_CON360-746） 

●​ Confero Advanced Videoライセンスは次回以降のリリースで提供予定です。このライセンスをインストールする

と、過去のバージョンへのダウングレードはできなくなります。（TCS_CON-3806） 

●​ 言語配信の有効／無効を非常に高速に切り替えた場合、誤った音声チャンネルが選択されることがあります。これは

UIでは不可能で、極めて高速なAPI呼び出しのみで発生します。（TCS_CON-3321） 

●​ Floor ID入力を使用してオーディオルーティングを作成し、ルーティング内にFloor LSまたはFloor HPが存在しない

場合、IDヘッドフォンに音声が出力されません。この問題は今後のリリースで修正予定です。（TCS_CON360-734

） 

●​ uniCOSデバイスでは、内部競合が発生してウェブカメラが機能しなくなることがあります。この場合、uniCOSユ

ニットの電源を入れ直すことで対処可能です。uniCOSを使用していない構成や、ウェブカメラ機能を使用していな

い場合は影響ありません。（UNIMM-5955） 

 

 

CONFERO 7.11.25 

NEW 
●​ FLEXユニットにクロアチア語を追加（UNIMM-5163、UNIMM-5170） 

●​ 通訳デスクの聴覚保護改善。新たな測定方法に基づき、来るべきISOCD20109（草案）標準5.1.7項に準拠（

UNIMM-4905） 

●​ Confero Meetとの連携で、遠隔参加者が通訳チャンネルを聴取可能に。ただし、Danteカード搭載セントラルユニッ

ト、Plixus Gateway、および設定変更が必須 (TCS_CON-2727) 

IMPROVEMENTS 
●​ Flexデバイスの画面にチャンネルセレクターが常に表示されるようになりました（言語ライセンスが利用可能な場

合）（UNIMM-4658、UNIMM-5200） 

●​ ヘッドセットがLingua IDデバイスに接続されると、ヘッドセットのマイクを有効にするかどうかを尋ねるメッセー

ジが表示されます。通訳者がヘッドセットのマイクを選択した場合、コンソールの固定マイクは無効になりますが、

マイクのオンエア表示灯は無効になりません。ヘッドセットのマイクが有効になります。ヘッドセットマイクが選択

され、ヘッドセットが切断されると、コンソールの固定マイクは自動的に再び有効になります。ヘッドセットが接続

され、有効になっているときにはインジケーターが表示されます。通訳者はヘッドセットマイクが使用されているこ

とを認識できるようになります。(UNIMM-5106) 

●​ ミックスマイナスの予約チャンネル数、デフォルト値を0から31に変更。 ミックスマイナスのチャンネルがない場合

ハンズフリーモードは機能しません。デフォルトを変更することで、すべてのシステムでデフォルトで動作するよ

うになりました。(TCS_CON360-664) 
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●​ 外部ノイズの影響を軽減するよう話者検知を改善（TCS_CON-3316） 

●​ 更新されたデフォルトパラメータを保持するように設定ファイルを更新(TCS_CON-3316) 

●​ uniCOSのスクリーンセーバーのアクティベーションを改善。タイムアウトを2時間に変更(UNIMM-5191) 

FIXED ISSUES 
●​ ボタンを押すと二重にイベントが発生し、意図しないチャンネル切り替えになることがある (物理ボタンを持つフ

ラッシュマウントデバイスに適用) (UNIMM-5320) 

●​ ファームウェアバージョンの不一致により、以前のバージョンで一部のフラッシュマウントデバイスが正しく検出

されない (UNIMM-53-13) 

●​ 特定のuniCOS 7インチフラッシュマウント機器が動作しない（UNIMM-5291） 

●​ V-INの画像ソースが削除された場合、動作が不安定(最後に表示された画像または青い画像が表示される) 

(UNIMM-5255, UNIMM-5262, UNIMM-5263) 

●​ ハンズフリーディスカッションモードを使用しているとき、uniCOSデバイスがスタンバイモードにならず、画面が

焼けることがある（UNIMM-5203） 

●​ システム起動後、オーディオとビデオが再生されないことがある (UNIMM-5195) 

●​ バッジを使用する際、カードが挿入されたままログアウトするユニットが時々ありました。不正なログアウトを防

ぐため、バッジの読み取りを再試行する機能が追加されました。このため、RFIDバッジを取り外す際に、装置から

ログアウトするのに必要な時間が若干長くなります。バッジを取り外す際は、バッジを再挿入する前に5秒間待ち、

バッジをデバイスから少なくとも30cm離してください。(UNIMM-5177) 

●​ 通訳言語が無効になっている場合、Lingua IDデバイスが正しい言語を表示しない (UNIMM-5167) 

●​ Lingua IDで、ラウドスピーカーの言語チャンネルを選択すると、それが機能せず、Floorチャンネルが再生され続け

る (TCS_CON360-681) 

●​ Audio configurator APIがメモリリークを起こす可能性がある (TCS_CON360-665) 

●​ 座席にユーザーが割り当てられていない場合、「この座席には代理人が割り当てられていません」ではなく、「こ

のユニットには識別ライセンスがありません」と誤って表示される(TCS_CON360-614) 

●​ ユニット交換手順で、セットアップ中のユニットをシリアル番号で交換すると、エラーメッセージが表示される

(TCS_CON-3273) 

●​ G4ユニットがセントラルユニットとカップリングしているか否かを誤って通知する場合がある（TCS_G4-1980、

TCS_G4-2049） 

●​ 通訳デスクで代替言語を選択する際、選択が完了する前に言語が即座に画面に表示される問題があり、その結果、

他の通訳者のマイクが誤ってオフになることがある(TCS_CON360-710) 

KNOWN LIMITATIONS 
●​ 複数の通訳言語を使用し、言語設定で一時的に言語を無効化すると、再起動後にフロアへの自動バックアップが機

能しなくなる問題が含まれています。この問題は次の7.12リリースで解決予定ですが、現在は言語無効化機能を使用

しないように推奨されています。 ​

 

●​ オーディオ設定ツールでは、サポートされていない設定を作成できる問題があります。特に、Mix Minusを有効にし

てFloor INをFloor OUTに接続しない場合、オーディオが予期しない動作をする可能性があります。Mix Minusを使用

する場合は、必ずFloor INをFloor OUTに接続する必要がありますが、現在のUIではそのような不適切な設定を防ぐ
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ことができません。この問題を避けるためには、Mix Minusが有効な場合に必ずFloor INをFloor OUTに接続するよ

うにしてください。 

●​ 既知の制限 

●​ クロアチア語とヒンディー語は、Conferoインターフェイスの選択言語としてまだ利用できません

(TCS_CON360-716) 

 

CONFERO 7.10.26 
●​ 新着情報 

●​ Confero Advanced Audioライセンスを使用したオーディオコンフィギュレーター 

IMPROVEMENTS 
●​ ハンズフリーモード：DSPモードにおける話者検知とプッシュトゥミュートの可能性の追加（TCS_CON360-638） 

●​ uniCOSユニットのスタートアップ動作の動作安定性向上(TCS_CON360-591) 

●​ FLEXディスプレイで、投票ボタンの文字数を4から5に改善（UNIMM-5129） 

●​ ヘッドホンセレクションにAKG HSC15、AKG K15、Apple MD827ZM/B、Audio Technica ATH-M50x、B&O A8、

Creative Aurvana Air、Sennheiser HD 300、Sennheiser HME46 DCNを追加(UNIMM-5051) 

●​ セルビア語とモンテネグロ語のuniCOSへの追加 (UNIMM-5017) 

●​ FLEXの表示改善（UNIMM-5134） 

●​ “Edit Delegate”の日本語訳を更新(TCS_CON360-570) 

FIXED ISSUES 
●​ シャットダウンコマンド後、Confidea GOが再起動することがある(TCS_G4-2007) 

●​ WAP G4をペアリングする際、Conferoのデバイスページのペアリングウィザードで「Clear all」ボタンをクリック

するとエラーとなり、デバイスが削除されない (TCS_CON360-590) 

●​ Flexで日本語の漢字が正しく表示されない (TCS_CON360-637) 

●​ 特定の状況で、システムの初期起動後にオーディオまたはビデオが再生されない問題を修正（UNIMM-4999） 

●​ 議長がuniCOSデバイスからアジェンダを管理できない問題を修正(TCS_CON360-597) 

●​ ゲートウェイのタイムゾーン設定が必ずしも正しくないため、ミーティングレポートの時間が間違っていました

(UNIMM-4982) 

●​ ソフトウェアアップデートプロセスの安定性向上（UNIMM-5031およびUNIMM-5038） 

 

CONFERO 7.9.9 

NEW 
●​ Brooklyn III Danteカード互換 (UNIMM-4927) 

FIXED ISSUES 
●​ ユーザーパスワードを無効化した際にパスワードが削除される不具合を修正 (TCS_CON360-70)  

●​ Chrome/Edge で座席レイアウトの背景をアップロード/削除する際に固まる不具合を修正 (TCS_CON360-557)  

●​ Lingua Interpreter Desk: 7.xソフトウェアバージョンにてトーンコントロールが効かない不具合の修正 

(TCS_CON360-553)  

IMPROVEMENTS 
●​  UI: 姓/名表記の削除 (TCS_CON360-560)    
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CONFERO 7.8.18 

NEW 
●​ ハンズフリーモード（Plixus Wiredシステムでの「スピーカー検出」と「プッシュトゥミュート」を含む） 

●​ ディスカッション設定：オン時LED色を「オフ」に設定可能になりました（TCS_CON360-469） 

●​ API：G4とPlixusエンジンの連携が実装されました 

●​ API：システムの再起動が可能になりました 

●​ Confero Web及びConfidea FLEXのUIがリトアニア語に対応（TCS_CON360-483） 

●​ UI： 日本語設定において名前と姓を入れ替えました（TCS_CON360-556） 

FIXED ISSUES 
●​ デュアルライセンスを持つConfidea FLEXで、バッジライセンスがない場合に固定座席ミーティングで「バッジライ

センスがない」というメッセージが表示される問題を修正 

●​ Confidea FLEXが常にすべてのボタンイベントを報告しない問題を修正（TCS_CON360-477） 

●​ ダイレクトスピーク時、議長優先オンの解除が機能しない問題を修正（TCS_CON360-572） 

●​ UI：スタンバイ画面リソースの不完全な/重複した取得を修正（TCS_CON360-562） 

●​ UI：G3ユニットでスピーカーテストできない不具合の修正（TCS_CON360-555） 

●​ UI：オン時LEDを赤に設定した場合、非アクティブなユニットにマウスを合わせるとアイコンが消える問題を修正（

TCS_CON360-539） 

●​ UI：APIトークン生成の様式が正しくないことがある問題を修正（TCS_CON360-500） 

●​ オーディオルーティングが設定通りに機能しないことがある問題の修正（TCS_CON360-460） 

●​ ショートリセット時/ロングリセット時に証明書が削除されない問題を修正（TCS_CON360-532） 

●​ 証明書アップロードのチェックマークが整列していない問題を修正（TCS_CON360-507） 

●​ 新型MMUの更新時に「plixus-mmu-im6-upgrade.tuf」メッセージが4回表示される問題を修正（TCS_CON360-505

） 

●​ API - POST /api/meeting/actions - Confero360インターフェースでAddParticipantActionの更新が必要である問題

を修正（TCS_CON360-185） 

IMPROVEMENTS 
●​ 拡張ミュート動作の実装（TCS_CON360-472） 

●​ uniCOS/uniBOX/Lingua IDの更新防止(SoC FPGA) (TCS_CON360-497, TCS_CON360-518) 

●​ AE-R：7.12.1 FPGAファームウェアバージョンを持つ一部のAE-Rでオーディオ録音が機能しない問題を修正（

TCS_CON360-554） 

●​ Confidea FLEX：認証ライセンスがなく、かつ座席に参加者がいない場合、ロゴを表示するように変更 

KNOWN LIMITATIONS 
●​ ハンズフリーマイクモードはConfero Cloudミーティングと互換性がありません 

 

CONFERO 7.7.6 

NEW 
●​ Confero360ライセンス不要でパスワード設定を技術者ページで可能 (TCS_CON360-258) 

●​ 技術者ページ：シノプティックページに追加されたボタンを全削除する (TCS_CON360-337) 
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●​ ログファイルにAPIログが含まれる (TCS_CON360-360) 

●​ タイムゾーンの設定がバックアップファイルに含まれる（TCS_CON360-369） 

●​ カメラプロトコルの設定がバックアップファイルに含まれる (TCS_CON360-369) 

●​ FLEX：自動ログインの廃止（UNIMM-4556） 

FIXED ISSUES 
●​ バッジ情報の読み取り動作の改善 

●​ マイクボタンボードを搭載しないデバイスのスピーカから音が出ない不具合を修正（UNIMM-4744） 

●​ インポートバックアップには電源のオフ/オンが必要である不具合を修正 (TCS_CON360-306) 

●​ 録音ファイルがWebサーバーに表示されない不具合を修正 (TCS_CON360-364) 

●​ 変更点 

●​ ワイヤレスカップリングを使用しない場合の最大同時発言数を25から24に変更 

 

CONFERO 7.6.11 

NEW 
●​ Confero PLAN：ミーティングスピーチタイマー対応 

●​ クラウドでの会議レポート作成に対応 

●​ グループディスカッションモードにnext to speak indicationオプションを追加(TCS_CON360-102) 

FIXED ISSUES 
●​ タッチデバイスを使用する場合、参加者名がインターフェース上に表示されたままになる不具合を修正 

(TCS_CON360-117)  

●​ バッジ情報読み取り動作向上 

KNOWN LIMITATIONS 
●​ バッジリーダー搭載デバイス機器は互いに15cm以上離す必要があります 

 

CONFERO 7.4.8 

NEW 
●​ ハードウェアバージョンV1.11以上のWired Flex (71.98.0131) でRFIDバッジ対応 

KNOWN LIMITATIONS 
●​ バッジリーダー搭載デバイス機器は互いに15cm以上離す必要があります 

NEW 
●​ PlixusとConfidea G4との有線/無線カップリング対応 

●​ Confero Cloudの会議では、独立した投票権と会議参加権をサポート 

●​ Confero Cloudの会議でベーシックスピーチタイマーをサポート（将来実装予定） 

●​ オペレーター/議長ページでワイヤレスデバイスをオフにすることが可能 (TCS_CON360-181) 

●​ Confero/Confero 360のカスタマーAPIコールの追加 

○​ ペアリングモード制御/ペアリングモード状態取得/接続機器制御（Confidea G4スタンドアロンのみ） 

○​ Confidea G4デバイスをオフ 
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○​ シートの優先権コントロール 

○​ シートの優先権ステータス取得 

○​ レコーディング制御 

○​ バッテリーステータス取得 

FIXED ISSUES 
●​ 同通チャンネルが正しく記録されないことがある不具合を修正 (TCS_CON360-74) 

●​ Lingua ID B/C チャンネルのtranslation listを正しく表示しないことがある不具合を修正 (TCS_CON360-267) 

●​ バックアップのリストア、フレックス画面の画像をインポートできない不具合を修正 (TCS_CON360-257) 

●​ 6.Xからアップデートした場合、古い設定や不正な設定がクリアされない場合がある不具合を修正

(TCS_CON360-248) 

●​ 1つのシステムで複数のFLEXライセンスを組み合わせると、正しく適用されないことがある不具合を修正 

(TCS_CON360-88) 

●​ 誤訳の修正 (TCS_CON360-74) 

●​ Flexのデュアルデリゲートで固定ポジションの会議に参加するために認証ライセンスが必要である不具合を修正

(TCS_CON360-2) 

●​ UIインターフェースの修正 

●​ 全般的なFIXED ISSUES 

 

CONFERO 7.3.13 

NEW 
●​ オーディオ関連の新しい設定/モード 

○​ DSPモード 

○​ ミックスマイナスモード 

○​ オープンマイクのゲインシェアリング 

○​ バスカット 

○​ 新基準のオーディオルーティングハイブリッド会議 

●​ Confero360のサイネージで個々の投票結果を見ることが可能 

●​ DHCP対応 

●​ NTPサポート 

●​ Desfire RFIDカード対応 

●​ Chairperson/Operator ビューに無効化されたチャンネル情報を表示 

●​ Confero360のAPIコール追加 

○​ ミーティングコントロール 

○​ デリゲートコントロール 

○​ アドホック投票制御 

○​ アドホックディスカッションコントロール 

○​ APIに関する情報は、<IPアドレス>/openapi　をご参照ください 

●​ Confero Cloudの機能 

○​ 個別投票結果のサポート 

○​ 「Confero CAM」対応 

FIXED ISSUES 
●​ UIインターフェースの修正 
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●​ 全般的なFIXED ISSUES 

KNOWN LIMITATIONS 
●​ 同通チャンネルが正しく録音されないことがある (UNIMM-4459) 

 

 

CONFERO 7.2.15 

NEW 
●​ IEEE 802.1x対応 

●​ セキュアREST APIサポート 

●​ Conferoで会議が開始されていない時もNext-in-line buttonを使用可能 

●​ 投票ラベル「+,0,- 」に代わって4文字のテキストラベルを表示 

●​ Confero MEETのハイブリッドモードやチャット機能との互換 

FIXED ISSUES 
●​ フランス語訳を修正（UNIMM-4518） 

●​ uniCOS F/MMのUI画面で、左カラムの動画がずれる不具合を修正 (UNIMM-4498) 

●​ NEXTでLANを使用すると、MACアドレスがランダムになる問題を修正(UNIMM-4125) 

 

 

CONFERO 7.1.17 
●​ uniCOS対応 

●​ Confero PLANとMEETのサポート 

●​ Confero PLANとの併用で、uniCOSにアジェンダコントロールを追加 

●​ コンフェロー360のテンプレートに投票権を追加 

●​ 投票結果のリアルタイム更新表示、投票終了後の結果共有のオプション追加 

●​ ConferoでT-CAMをサポート 

●​ Confidea FLEXの待受画面のパーソナライズが可能 

●​ 以下の製品に対応 

○​ Confidea F-BOX 

○​ Confidea FLEX-S 

FIXED ISSUES 
●​ 会議報告書の1ページ目が印刷される問題を修正（UNIMM-4352） 

●​ Confidea FLEXでライセンスを持っていない状態で議長設定ができる問題を修正 (UNIMM-3813) 

●​ ストレージが一杯になったときに最も古いファイルが削除されない問題を修正し、残りの録画時間を正しく表示（

UNIMM-4453） 

●​ 設定のインポートに関する問題を修正 (UNIMM-4178) 

●​ Priorボタン使用時のカメラコントロールイベントの不具合を修正 (UNIMM-4175) 

 

●​ API経由でマイクモードを変更すると、LED色がデフォルトに戻る問題を修正 (UNIMM4135) 

●​ 長い投票タイトルを使用する際のレイアウトを改善（UNIMM-4133） 

●​ 全ユニットに一度にライセンスを適用できない問題を修正 (UNIMM-4090) 
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●​ 通訳用ヘッドホン選択リストにヘッドセットSennheiser HME-46-31を追加 (UNIMM-3538) 

KNOWN LIMITATIONS 
●​ 同通チャンネルが正しく録音されないことがある (UNIMM-4459) 

●​ uniCOS画面が省電力モードになると、マイクボタンを押すことでしか起動できなくなります 

●​ Lingua IDのスクリーンセーバーの時間は30分ではなく3時間です 

 

CONFERO 7.0.15 

FIXED ISSUES 
●​ オプションの投票質問がない場合の投票に関する問題を修正 (UNIMM-4093) 

●​ 参加者情報が作成されていない「空の会議」を開始した場合、座席情報の追加に失敗することがある不具合を修正

（UNIMM-4086） 

●​ スピーカーリストをクリアするとリクエストリストもクリアされる不具合を修正（UNIMM-4074） 

●​ Plixus MMEのCRP 7.0アップデートがまれに失敗する不具合を修正 (UNIMM-4070) 

●​ 投票用質問がない状態で投票を開始した場合に発生する不具合を修正 (UNIMM-4093) 

KNOWN LIMITATIONS 
●​ uniCOS、uniBOX、ネームプレート未対応 

●​ CoCon未対応 

●​ DANTE-on-seat未対応 

●​ Intercom未対応 

●​ iOS、Androidタブレットのブラウザ未対応 

●​ reply機能は未対応 

●​ Confero 360の機能に対するAPI制御は未対応（Plixus Core REST APIは対応） 

●​ Plixusエンジンを旧バージョンからアップグレードすると、デバイスとオーディオ、インタープリターの設定がリ

セットされます 

●​ Confidea FLEXをデュアルデリゲートモードで使用する場合、会議テンプレートの設定でバッジIDを読み取るために

デバイスを使用することができません 

●​ Confidea FLEXをデュアルデリゲートモードで使用する場合、それらのユニットでは診断用スピーカーテストができ

ません(UNIMM-4067) 

●​ 会議停止後、ページを更新するまで現在の会議タブに最後の会議が残っている(UNIMM-4001) 

●​ 設定をインポートした後、ファイルが正しい場所にコピーされない (UNIMM-4095) 

●​ まれに、Confidea FLEXがPrixusエンジンに接続されていないにもかかわらず、オフラインと表示されないことがあ

る（UNIMM-4096） 

 

CONFERO 7.0.12 

NEW 
●​ 技術者ログイン 

●​ クイックセットアップウィザードを起動し、システムを設定 

●​ 技術者ダッシュボードへのクイックリンクの追加 

●​ Web UIをダークレイアウトに変更可能 

●​ ログイン画面の背景を変更可能 
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●​ 28のUI言語をサポート 

●​ アップデート動作の改善（システム全体アップデートではなく1つまたは複数の製品ファミリーを選択してアップ

デート可能） 

●​ デバイスの自動検出 

●​ DANTEインターフェースの自動検出 

●​ シート番号変更の際、自動的にブースを作成しデスクをグループさせることが可能 

●​ Confidea FLEXのライセンスは本体だけでなく、Webインターフェースでも割り当て可能 

●​ Confero 360対応（Confero 360のライセンスが必要） 

○​ オペレーター、議長、サイネージとしてログインし、オプションでパスワード保護が可能 

○​ ダッシュボードのレイアウトを編集可能（縦向き、横向き） 

○​ 部屋のレイアウトを作成し、座席番号の並び替えを簡単に行うことができる 

○​ 参加者を含む会議テンプレートの作成 

○​ 参加者へのRFIDバッジIDの付与 

○​ ルームレイアウト、スピーカーリスト、リクエストリストによるマイクロホンコントロール 

○​ 部屋のレイアウト回転 

○​ リクエストリストの並び替え 

○​ アクティブなチャンネルやブースを確認できる通訳モニター 

○​ 投票開始（賛成反対または賛成棄権、公開または非公開） 

○​ サイネージでログインすると、ディスカッションや投票結果を見ることができます。 

○​ センターユニットに保存された会議レポートを最大50件まで参照可能 

○​ デフォルトのマイク感度を変更したり、会議中に一時的に感度を変更することができます 

FIXED ISSUES 
●​ AUX INのゲイン設定表記「-24dB」を「OFF」に変更 (UNIMM-2110) 

●​ デバイスが接続されていないときに、WebGUIアクセスできない問題を修正（UNIMM-3681） 

●​ Plixus Core API の GetAllUnits 呼び出しに関する問題を修正 (UNIMM-3833) 

KNOWN LIMITATIONS 
●​ uniCOS、uniBOX、ネームプレート未対応 

●​ CoCon未対応 

●​ DANTE-on-seat未対応 

●​ Intercom未対応 

●​ iOS、Androidタブレットのブラウザ未対応 

●​ reply機能未対応 

●​ Confero 360の機能に対するAPI制御は未対応（Plixus Core REST APIは対応） 

●​ Plixusエンジンを旧バージョンからアップグレードすると、デバイスとオーディオ、インターリターの設定がリセッ

トされます 

●​ Confidea FLEXをデュアルデリゲートモードで使用する場合、会議テンプレートの設定でバッIDを読み取るためにデ

バイスを使用することができません 

●​ Confidea FLEXをデュアルデリゲートモードで使用する場合、それらのユニットでは診断用スーカーテストができま

せん(UNIMM-4067) 

●​ 会議停止後、ページを更新するまで現在の会議タブに最後の会議が残っている(UNIMM-4001)  
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